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⌇
⌇
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⌇
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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⌇

県
央
振
興
局
長
要
請

八
月
二
十
六
日
㈫
午
後
二
時

四
十
五
分
か
ら
、
県
央
振
興
局

長
に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
池
内
局
長

他
八
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
北

村
委
員
長
、
相
川
会
長
他
十
七

名
が
出
席
。

始
め
に
局
長
室
に
お
い
て
、

相
川
会
長
か
ら
池
内
局
長
へ
要

請
書
を
手
渡
し
、
場
所
を
会
議

室
に
移
し
た
の
ち
項
目
ご
と
に

井
手
建
設
部
長
か
ら
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。

①
地
元
企
業
の
育
成
を
念
頭

に
置
き
中
小
企
業
へ
の
発
注
に

配
慮
し
て
い
る
。ま
た
、分
離
・

分
割
発
注
は
可
能
な
限
り
取
り

組
ん
で
い
る
。
②
若
手
後
継
者

が
育
つ
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

技
術
者
の
維
持
確
保
は
非
常
に

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
賃
金
の
獲
得
は
大

切
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

の
品
質
確
保
や
担
い
手
の
長
期

的
育
成
確
保
の
促
進
を
目
的
に
、

「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関

す
る
特
別
法
」
や

「
建
設
業
法
」
が

今
年
度
改
正
さ
れ

た
。
県
に
お
い
て

も
本
庁
建
設
企
画

課
が
主
体
に
な
っ

て
施
策
の
施
行
に

向
け
て
準
備
し
て

い
る
。
③
設
計
労

務
単
価
の
設
定
に

つ
い
て
は
、
労
務

費
調
査
に
適
切
に

対
応
し
て
い
く
こ

と
で
、
改
善
し
て

い
く
し
か
な
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
④
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
予
算
の
増
額

は
難
し
い
状
況
で
、
昨
年
と
同

額
の
予
算
と
し
て
い
る
が
、
多

く
の
方
に
使
っ
て
も
ら
う
よ
う

工
夫
を
し
て
い
る
。
と
の
回
答
。

再
度
、
北
村
委
員
長
や
髙
谷

副
委
員
長
か
ら
建
設
技
能
者
の

育
成
は
急
務
。
ま
だ
時
間
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
と
間
に
合
わ

な
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
予
算
も
若
年
技
能
者
の
育
成

目
的
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
重
ね
て
訴
え
、
終
了
し

ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

相
川

哲
男

北
村

政
和

髙
谷

義
信

山
本

茂

古
川

春
樹

宗
塚

清
治

田
中

敏
満

林

崇

伊
藤

一
廣

指
方

悟

一
瀬

純
男

中
村

一
明

木
之
田

隆

本
田

岩
勝

木
村

政
則

大
賀

修
司

井
関

一
幸

城
下

大
輔

牛
島

貴
裕

諫
早
市
長
要
請

八
月
二
十
六
日
㈫
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
、
諫
早
市
特
別
会

議
室
に
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
等
に
つ
い
て
諫
早
市
長
に

要
請
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
宮
本
市
長
他
四

名
、
協
会
・
組
合
か
ら
は
相
川

会
長
、
北
村
委
員
長
他
九
名
が

出
席
。

始
め
に
相
川
会
長
か
ら
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
北

村
委
員
長
か
ら
要
請
書
の
趣
旨

と
内
容
を
説
明
後
、
宮
本
市
長

か
ら
、
①
賃
金
の
問
題
は
労
働

力
の
確
保
と
伝
統
的
な
技
術
を

引
き
継
ぐ
と
い
う
役
割
が
あ
る
。

皆
様
方
が
現
役
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
間
に
育
成
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
全
国
の
課

題
で
あ
り
諫
早
市
の
課
題
で
も

あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
分

離
・
分
割
発
注
や
地
元
へ
の
発

注
は
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
長
期

間
維
持
・
管
理
を
す
る
た
め
に

は
技
術
の
伝
承
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
と
の
思
い
で
や
っ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
今

後
も
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
②
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
県

の
制
度
に
上
乗
せ
と
い
う
形
で

や
っ
て
お
り
、
続
け
て
い
き
た

い
。
元
に
な
る
の
が
県
の
制
度

で
あ
る
の
で
、
皆
様
方
と
共
に

県
に
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
要
請
内
容
に
対
し
担

当
部
課
長
か
ら
は
①
地
元
業
者

の
育
成
と
い
う
こ
と
で
、
市
内

業
者
を
優
先
的
に
指
名
発
注
し
、

年
間
を
通
じ
て
平
準
化
し
た
発

注
に
心
が
け
て
い
る
。
②
賃
金

に
つ
い
て
は
適
正
な
価
格
で
の

発
注
に
心
が
け
、
適
切
に
対
応

し
て
い
る
。
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
五
月
七
日
か
ら

受
け
付
け
を
開
始
し
、
八
月
二

十
五
日
で
百
件
を
超
え
て
い
る
。

事
業
継
続
の
た
め
に
も
各
団
体

に
制
度
の
活
用
を
お
願
い
し
た

い
と
の
回
答
。

髙
谷
副
委
員
長
か
ら
は
、
若

い
人
の
技
術
を
育
て
る
に
は
新

築
よ
り
も
リ
フ
ォ
ー
ム
が
い
い
。

そ
の
た
め
に
も
継
続
し
て
予
算

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

相
川

哲
男

北
村

政
和

髙
谷

義
信

山
本

茂

古
川

春
樹

宗
塚

清
治

田
中

敏
満

林

崇

木
村

政
則

大
賀

修
司

城
下

大
輔

・
未
加
入
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

・「
数
の
力
」（
組
合
力
）
が
重
要
で
す
！

・
組
合
の
活
動
で
来
年
も
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

拡
大
・
充
実
さ
せ
よ
う
！

要
請
事
項

㈠

中
小
零
細
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

①

工
事
発
注
時
の
分
離
・
分
割
発
注
へ
の
配
慮

②

若
手
後
継
者
が
育
つ
よ
う
な
賃
金
・
労
働
条
件
の

環
境
作
り
の
指
導

㈡

設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
へ
の
配
慮
と
適
正
単
価
の
設

定
の
配
慮

㈢

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
等
の
要
請

平
戸
市
長
要
請

八
月
二
十
一
日
㈭
、
午
後
四

時
か
ら
約
三
十
分
、
平
戸
市
役

所
小
会
議
室
に
お
い
て
、
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

市
側
か
ら
吉
住
財
務
部
長
他

六
名
、
協
会
・
組
合
か
ら
相
川

会
長
、
北
村
委
員
長
他
八
名
が

出
席
。

冒
頭
、
相
川
会
長
か
ら
吉
住

財
務
部
長
に
要
請
書
を
手
渡
し
、

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

は
、
私
ど
も
だ
け
で
は
な
く
職

人
さ
ん
の
仕
事
確
保
に
も
繋
が

る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。」
と
訴
え
た
。
ま
た
、

北
村
委
員
長
は
「
公
共
工
事
関

係
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
対
応

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
建

設
業
は
賃
金
に
見
合
っ
て
い
な

い
仕
事
で
、
若
者
離
れ
が
進
ん

で
い
る
。
設
計
労
務
単
価
も
二

年
間
で
二
十
三
・
三
％
引
き
上

げ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
で

も
見
合
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
寺
田
支
部
長
か
ら
は

生
コ
ン
の
現
状
を
説
明
し
、
積

算
単
価
の
対
応
に
つ
い
て
お
願

い
し
た
い
と
訴
え
た
。

平
戸
市
か
ら
は
、
応
対
す
る

予
定
で
あ
っ
た
副
市
長
が
急
な

公
務
の
た
め
、
不
在
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
明
確
な
回
答
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

後
に
「
若
い
人
が
地
元
に
残
る

よ
う
企
業
や
組
合
で
、
出
来
る

だ
け
雇
用
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

相
川
会
長

北
村
委
員
長

丸
田
副
委
員
長

田
上
書
記
長

寺
田

孝
弘

林

敏
英

山
田

牧
久

〈
書
記
局
〉

渕
上
、
木
村
、
城
下

計
十
名

September
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〈全国労働衛生週間〉
期間 本 週 間：10月1日～10月7日

準備期間：9月1日～9月30日
スローガン 「みんなで進める職場の改善

心とからだの健康管理」

前期目標
10
8
9
10
13
9
12
13
10
10
11
12
10
9
8
154

支部名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
合 計

前期拡大行動
（9月～11月）

154名の拡大目標達成に向け

中中小小建建設設業業者者へへのの工工事事発発注注とと
住住宅宅リリフフォォーームム助助成成のの創創設設とと継継続続要要請請

諫諫早早市市長長・・県県央央振振興興局局長長・・平平戸戸市市長長へへ

9

要望書を手渡す相川会長（左）・池内県央振興局長（右）

毎月1回15日発行 2014年（平成26年）9月15日発行建 設 長 崎第591号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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中
央
支
部

開
催
日

九
月
二
日

会

場

地
区
労
会
館

参
加
者

六
十
四
名

支
部
長

内
野

幸
雄（
大
工
）

副
支
部
長

本
多

常
秋（
型
枠

大
工
）

〃

山
口

龍
志（
左
官
）

〃

樋
口

正
人（
大
工
）

〃

石
橋

廣
喜（
大
工
）

〃

馬
渡

鉄
洋（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

大
浦
支
部

開
催
日

九
月
十
日

会

場

大
浦
区
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者

四
十
名

支
部
長

北
村

五
男（
左
官
）

副
支
部
長

平
山

正
則（
大
工
）

〃

鳥
田

時
治（
大
工
）

〃

古
里

一
紀（
塗
装
工
）

〃

宮
副

辰
則（
防
水
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

市
南
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日

会

場

南
商
工
会

参
加
者

四
十
九
名

支
部
長

山
本

秀
夫（
大
工
）

〃

小
宮

清
治（
大
工
）

副
支
部
長

葛
島

俊
幸（
大
工
）

〃

小
泉

雄
義（
大
工
）

〃

中
島

善
明（
大
工
）

書
記
長

森

一
公（
専
従
）

東
長
崎
支
部

開
催
日

九
月
九
日

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

四
十
三
名

支
部
長

里

澄
宏（
大
工
）

副
支
部
長

尾
上

和
範（
左
官
）

〃

岩
永

和
範（
左
官
）

〃

本
村
美
喜
雄（
大
工
）

〃

山
村

篤
司（
大
工
）

書
記
長

江
頭

孝
一（
専
従
）

浦
上
西
支
部

開
催
日

九
月
一
日

会

場

組
合
本
部
会
館

参
加
者

七
十
五
名

支
部
長

村
岡

広
明（
左
官
）

副
支
部
長

佐
藤

昭
彦（
塗
装
工
）

〃

平
出

壽
夫（
設
計
士
）

〃

井
上

義
満（
大
工
）

〃

木
下

広
次（
大
工
）

〃

山
崎

司（
大
工
）

〃

山
形

信（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛（
専
従
）

浦
上
東
支
部

開
催
日

九
月
八
日

会

場

組
合
本
部
会
館

参
加
者

四
十
七
名

支
部
長

田
崎

順
一（
畳
工
）

副
支
部
長

野
口

耕
平（
内
装
工
）

〃

森

政
一（
大
工
）

〃

田
川

和
博（
大
工
）

〃

松
田

隆
人（
土
木
工
）

書
記
長

石
田

哲
雄（
専
従
）

西
彼
支
部

開
催
日

八
月
三
十
日

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

参
加
者

八
十
二
名

支
部
長

植
田

勝
次（
瓦
工
）

副
支
部
長

井
手

保（
左
官
）

〃

岩
崎
喜
三
郎（
大
工
）

〃

山
中

茂（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔（
専
従
）

大
村
支
部

開
催
日

九
月
五
日

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

六
十
九
名

支
部
長

伊
藤

一
廣（
大
工
）

副
支
部
長

中
尾

政
男（
大
工
）

〃

平
内

末
雄（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄（
大
工
）

〃

川
田

洋
一（
大
工
）

〃

緒
方

末
広（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸（
専
従
）

佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
二
日

会

場

Ｊ
Ａ
さ
せ
ぼ
ホ
ー
ル

参
加
者

八
十
一
名

支
部
長

塚
本

芳
美（
大
工
）

〃

宮
野

喜
吉（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一（
大
工
）

〃

田
中

清
士（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦（
大
工
）

〃

川
畑

章（
造
園
工
）

〃

本
田

英
樹（
型
枠

大
工
）

書
記
長

西
平

博
之（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範（
専
従
）

〃

古
井

宏
樹（
専
従
）

佐
世
保
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
九
日

会

場

三
川
内
地
区
公
民
館

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男（
土
木
工
）

副
支
部
長

長
島

則
行（
大
工
）

〃

小
谷

守（
大
工
）

〃

迎

穂（
大
工
）

〃

天
羽

靖
雄（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹（
専
従
）

佐
世
保
北
支
部

開
催
日

八
月
二
十
五
日

会

場
中
里
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

六
十
三
名

支
部
長

小
林

健
治（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治（
大
工
）

〃

柚
元

美
則（
大
工
）

〃

松
尾

正
明（
大
工
）

〃

松
山

新
二（
大
工
）

書
記
長

小
野

穀
範（
専
従
）

北
松
支
部

開
催
日

九
月
三
日

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

須
藤

輝
久（
大
工
）

副
支
部
長

近
藤

力
也（
大
工
）

〃

坂
中

善
男（
左
官
）

〃

萩
原

正
清（
大
工
）

〃

池
本

勇（
塗
装
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

平
戸
支
部

開
催
日

八
月
二
十
一
日

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

寺
田

孝
弘（
大
工
）

副
支
部
長

岡
田

眞（
左
官
）

〃

林

敏
英（
大
工
）

〃

大
石

義
孝（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

諫
早
支
部

開
催
日

八
月
二
十
六
日

会

場
諫
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

五
十
九
名

支
部
長

樋
口

義
雄（
大
工
）

〃

田
崎

義
光（
大
工
）

副
支
部
長

木
下

忠
明（
大
工
）

〃

石
丸

久（
大
工
）

〃

中
村

太
司（
大
工
）

〃

後
田

博
幸（
建
具
工
）

〃

林

崇（
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

島
原
支
部

開
催
日

九
月
六
日

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

三
十
八
名

支
部
長

木
之
田

隆（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝（
大
工
）

〃

城

佑
輔（
大
工
）

支
部
担
当

牛
島

貴
裕

県
下
15
支
部

各各各各各各各各各各各各各各
支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部
大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催

建
設
長
崎
第
六
十
九
回
定
期
大
会
を
受
け
て
、
各
支
部
は
八
月

二
十
一
日
の
平
戸
支
部
大
会
を
皮
切
り
に
、
九
月
十
日
の
大
浦

支
部
大
会
で
全
て
の
支
部
大
会
が
終
了
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

延
べ

九
一
四
名
が
集
結
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建
設
長
崎
は
被
爆
六
十
九
周

年
建
設
労
働
者
・
職
人
原
爆
殉

難
者
慰
霊
祭
を
八
月
八
日
、
長

崎
市
原
爆
公
園
内
の
「
不
戦
平

和
の
塔
」
前
で
開
催
。
全
建
総

連
を
は
じ
め
七
県
連
組
合
か
ら

八
十
七
人
が
参
列
し
、
平
和
な

社
会
の
実

現
を
め
ざ

し
て
祈
り

ま
し
た
。

原
爆
が

投
下
さ
れ

た
午
前
十

一
時
〇
二

分
に
、
参

列
者
全
員

で
原
爆
犠

牲
者
に
対

し
て
黙
祷

を
捧
げ
た

後
、
全
建

総
連
の
勝

野
書
記
長
、
広
島
建
労
の
奥
川

執
行
委
員
長
、
建
設
長
崎
の
北

村
執
行
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
献

花
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
長
崎
県
下
十
五
支

部
と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
の
献
水
と
平
和
へ
の
祈

り
を
込
め
て
折
ら
れ
た
折
鶴
二

十
八
県
連
組
合
よ
り
六
二
、
三

八
六
羽
の
献
納
が
各
県
連
代
表

の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
の
言
葉
で
は
、
全
建
総

連
の
勝
野
書
記
長
は
「
全
建
総

連
は
核
の
な
い
平
和
な
社
会
を

願
い
、
二
度
と
核
兵
器
を
使
わ

せ
な
い
。
二
度
と
戦
争
の
惨
禍

が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
新

た
な
決
意
を
固
め
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。
建
設
長
崎
の
北
村

執
行
委
員
長
は
「
核
兵
器
が
有

す
る
破
壊
力
や
放
射
能
は
、
生

命
を
将
来
に
わ
た
っ
て
脅
か
し

ま
す
。
私
た
ち
人
類
と
核
は
共

存
で
き
な
い
と
い
う
一
貫
し
た

立
場
で
、
平
和
主
義
を
守
る
た

め
『
核
』『
放
射
能
』
を
地
球

上
か
ら
失
く
し
核
兵
器
廃
絶
・

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
訴
え

続
け
て
参
り
ま
す
」
と
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
、
原
爆

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

（
若
杉
）

八
月
五
日
、「
広
島
慰
霊
祭
」

が
、
平
和
記
念
公
園
内
の
「
原

爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・
職
人
の

慰
霊
碑
」
前
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
、
三
十
七
県
連
か
ら

一
九
二
名
の
仲
間
が
駆
け
付
け

多
く
の
折
鶴
や
名
水
が
「
慰
霊

碑
」
に
献
納
、
献
水
さ
れ
ま
し

た
。
建
設
長
崎
か
ら
も
北
村
委

員
長
、
相
川
会
長
、
主
婦
会
か

ら
浦
上
西
支
部
の
山
形
さ
ん
、

道
端
さ
ん
の
二
名
が
参
列
し
原

爆
犠
牲
者
へ
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。「

慰
霊
祭
」終
了
後
は
、「
職

人
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
弁

護
士
の
足
立
先
生
の
「
広
島
か

ら
集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
広
島
建
労
の
青
年

部
長
が
「
建
設
職
人
の
技
術
を

戦
争
の
な
い
、
平
和
な
日
本
を

建
設
し
て
い
く
た
め
に
役
立
て

よ
う
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

核兵器廃絶・世界恒久平和の願い
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

被
爆
69
周
年

広
島
慰
霊
祭

37
県
連

全建総連
勝野書記長

建設長崎
北村委員長

長崎慰霊祭

折
鶴

毎月1回15日発行 2014年（平成26年）9月15日発行建 設 長 崎第591号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



有効期限　平
成

有効期限　平
成2525年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成25年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。
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平 成
26年度

法
人
事
業
所
等
へ
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長長
建建
国国
保保
だだ
よよ
りり

■受診対象者
受診対象者は、平成26年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方（同日現在

の加入者で平成27年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保の特定健診受診券の
交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することができます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、組合窓口へお申込下さい。
お申込は郵送、FAXでも受付しています。
○FAXの場合：FAX 番号 095－862－6246（番号間違いにご注意下さい。）
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛。

※お申込後、健診機関より詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
○特定健康診査受診券 ○保険証 ○健診機関から送付される受診票（記入してお持ち
下さい。）

○実費（選択検査申込者のみ） ○検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診券利用で自己負担なし）
○身体計測（身長・体重・BMI・腹囲） ○血圧測定 ○医師問診
○尿検査（尿糖・尿蛋白） ○血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）
○胸部レントゲン検査 ○腎機能検査 ○心電図検査 ○貧血検査 ○痛風検査
○視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ 全額自己負担）
○肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円） ○胃がん検査（2，500円）
○喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 3，500円） ○大腸がん検査（1，300円）
○前立腺がん検査（2，000円） ○子宮頚がん検査（自己採取法 2，500円）
※選択検査を受診される方は上記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。

長建国保では、組合員及び家族の健康の
保持増進を図るため「指定温泉利用料金
の割引及び補助制度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

組
合
特
別
検
診
実
施
お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
の
有
病
者
・
予
備
群
を
抽
出
す
る
た
め
の
検
査
が
項
目
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
、
そ
れ
以
外
の
独
自
の
検
査
項
目

と
し
て
特
定
健
康
診
査
時
に
「
胸
部
Ｘ
線
検
査
」
を
追
加
し
た
「
組
合

特
別
健
診
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

1
、
受
診
対
象
者

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
現
在
で
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
四

〇
歳
以
上
の
方
（
同
日
現
在
の
加
入
者
で
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
四
〇
歳
に
な
る
方
を
含
む
）
で
特
定
健
診
受
診
券
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
。

（
受
診
対
象
者
に
は
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
平
成
二
十
六
年
五
月

に
送
付
済
で
す
。）

2
、
受
診
料
（
受
診
者
の
個
人
負
担
額
）

受
診
料
の
個
人
負
担
額
は
〇
円
で
す
。

3
、
申
込
方
法

実
施
医
療
機
関
に
直
接
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
は

「
長
建
国
保
の
、
特
定
健
診
に
胸
部
Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
組
合
特
別

健
診
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
一
言
添
え
て
下
さ
い
。

受
診
日
当
日
は
、『
特
定
健
康
診
査
受
診
券
』、『
質
問
票
（
記
入

し
た
も
の
）』、『
保
険
証
』
を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ
お
持
ち

下
さ
い
。

4
、
実
施
機
関

平
成
二
十
七
年
三
月
末
ま
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

建設長崎 浦上東支部 事務所移転のお知らせ
組合は長引く建設不況で建設技能者が激減するなか、組織を守りさらに結
集していくために、浦上東支部を下記の住所に移転しました。

〔移転先住所〕長崎市城山町17番58号
建設長崎 本部会館（2Ｆ）

電話番号・FAX番号も変わりました。
〔新電話番号〕095-865-6281
〔新FAX番号〕095-861-9273
組合本部2Ｆでの業務は、9月22日㈪からです。

標
準
報
酬
決
定
通
知
書（
写
）の
提
出
を
‼

長
建
国
保
は
、
法
人
事
業
所

等
に
お
け
る
健
康
保
険
適
用
除

外
承
認
者
に
つ
き
ま
し
て
、
適

用
除
外
承
認
証
、
事
業
所
変
更

届
等
に
よ
り
確
認
、
処
理
を
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労

働
省
及
び
長
崎
県
の
指
導
に
よ

り
、
事
業
所
内
に
お
け
る
適
用

除
外
承
認
者
数
の
現
状
把
握
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
為
、
各

事
業
所
様
に
は
標
準
報
酬
決
定

通
知
書
の
写
し
の
提
出
を
毎
年

お
願
い
し
て
い
る
所
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
法
人
事
業

所
等
適
用
除
外
承
認
者
が
お
ら

れ
る
事
業
所
様
に
つ
い
て
は
、

標
準
報
酬
決
定
通
知
書
、
月

額
変
更
届
（
該
当
者
が
あ
る

場
合
の
み
）
を
長
建
国
保
事

務
局
ま
で
提
出
頂
き
ま
す
様
お

願
い
致
し
ま
す
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

《
事
務
局
》

長
崎
県
建
設
事
業

国
民
健
康
保
険
組
合

〒
八
五
二－

八
〇
二
一

長
崎
市
城
山
町
二
九－

二
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五－

八
六
二－

八
四
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
五－

八
六
二－

六
二
四
六

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より
安い料金で利用できます。

■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に
安い料金で利用できます。

2014年5月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、
バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、
打たせ湯、サウナ、寝
湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サ
ウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、
打たせ湯、ジャグジー
シャワー、ミストサウ
ナ

寝湯、ジェットバス、
サウナ、水風呂、
露天風呂、タル湯
癒湯（露天風呂）、内
湯、釜風呂、壺風呂、
檜風呂、露天足湯、樽
風呂、炭のうたせ湯、
寝湯

露天風呂、薬湯風呂、
サウナ

サウナ、冷水風呂、壺
湯、ジェットバス、寝
湯、塩サウナ、家族風
呂、シェイプアップバ
ス

内風呂、露天風呂、食
事処、仮眠室、マッサー
ジ室

露天風呂、大浴場、休
憩場、レストラン、宴
会場

大浴場、露天風呂、
ジェット泡風呂、休憩
場、レストラン

うずしお温泉美人の湯、
露天風呂、貸切家族風
呂

露天風呂、展望風呂、
タル風呂、水風呂、サ
ウナ、薬草風呂、海草
風呂、ジャグジー風呂
展望露天風呂、電気風
呂、ジャグジーエステ
風呂、座り湯、サウナ、
岩盤浴（別料金）、家
族風呂（別料金）

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額（大人400円、小人200円、幼児150円）となり、補助券の使用は出来ません。
（※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町
692‐1

095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

480円

350円

100円

200円

500円

400円

1，250円

780円

0円

250円

300円

150円

300円

350円

350円

360円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

500円

400円

250円

300円

300円

400円

300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

割引後の
料金

（メンバーズカード）

780円

350円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

650円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

600円

300円

700円

－

規定料金

850円

400円

400円

200円

800円

400円

1，550円

780円

0円

550円

300円

150円

750円

350円

750円

360円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

800円

400円

250円

800円

400円

900円

300円

利用区分

大人（中学生以上）

小人（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（4歳以上）

大人（中学生以上）

小人（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（5歳以上）

幼児（5歳未満）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（6歳以下）

大人（中学生以上）

小人（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（4歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（4歳以上）

大人（中学生以上）

小人（4歳以上）

［外湯］大人
（中学生以上）

大人（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人（高校生以上）
［16：30～22：00］

小人（2歳以上）
［7：30～16：30］

小人（2歳以上）
［16：30～22：00］

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

やすらぎ伊王島

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデンサセボ
（※1）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

県

北

地

区

多くの皆様に健康診断を受診していただける
よう、各地区巡回型による健康診断を開催しま
す。日頃からお忙しい皆様にもぜひこの健康診
断を年に一度の健康チェックとしてご活用いた
だきますようご案内いたします。

巡回健診
ご案内

申込期限

平成26年11月10日迄

平成26年11年17日迄

平成26年11月25日迄

会場
佐世保市民会館
（佐世保市花園町）
建設長崎島原支部事務所
（島原市門内町丙）
建設技能会館
（建設長崎本部）

健診時間帯

9時～12時

9時～12時

9時～12時

実施日

平成26年11月23日㈰

平成26年11月30日㈰

平成26年12月7日㈰

長崎市茂里町 095‐841‐9612

長崎市花丘町 095‐848‐9171

長崎市上戸町 095‐879‐0705

佐世保市田原町 0956‐49‐3377

諫早市多良見町 0957‐27‐2127

大村市古賀島町 0957‐52‐2161

平戸市草積町 0950‐28‐1113

長崎市油屋町 095‐822‐3151

佐世保市大和町 0956‐33‐5335

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

長崎市小峰町 095‐846‐1888

長崎市深堀町 095‐871‐1515

長崎市大浦町 095‐821‐1367

長崎市滑石 095‐857‐3000

長崎市虹が丘町 095‐856‐1112

長崎市富士見町 095‐861‐1477

長崎市新地町 095‐822‐3251

長崎市淵町 095‐861‐1111

長崎市籠町 095‐821‐1214

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳州会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎市立市民病院

長崎市立病院成人病センター

十善会病院

■平成26年度 巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）

5．実施医療機関

規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第591号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2014年（平成26年）9月15日発行



〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
治

田
上

義
高

工
藤

是
正

小
野

義
龍

梅
澤

利
久

松
山

力
男

竹
﨑

初
雄

松
尾

哲
夫

安
達

三
次

橋
本

進
嗣

鳥
田

愛
子

北
村
す
み
子

北
村
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

里

雄
二
郎

里

澄
宏

尾
上

正
範

岩
永

和
範

本
村
美
喜
男

野
口

博
之

木
下
千
代
蔵

里

誠
剛

本
田

勇

牧
島

貢

若
杉

隆

本
庄

照
幸

松
尾

昭
幸

松
田

六
広

井
手

貞
夫

本
田

隆
彦

塚
元
三
千
男

木
村

博
之

北
村
委
員
長

田
上
書
記
長

澤
山
特
別
執
行
委
員

西
彼
支
部
・
琴
海
分
会

〜
三
会
場
で
の
包
丁
研
ぎ
〜

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

角
﨑

豊

藤
田

清

岸
川
久
美
男

石
橋

洸

森

進

井
手

一
男

浦

勝
彦

松
本

菊
夫

松
山

義
廣

山
中

茂

相
川

守

山
崎

春
雄

前
尾

辰
美

浦
添

朝
夫

柿
田

英
明

西
岳

安
洋

廣
瀬

安
夫

井
手

吉
一

石
橋

忍

小
山

哲
男

小
野
田
国
夫

林

一
弘

井
川

治
美

今
里

正
吉

太
田

正
利

相
川

雅
彦

吉
田

等

広
瀬

茂
樹

徳
永

八
郎

松
尾

孝

道
平

政
文

岑
山

義
徳

松
林

満
男

岩
崎
喜
三
郎

北
村
委
員
長

相
川
前
委
員
長

日
見
分
会
〜
奉
仕
活
動
で
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
〜

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

西
村

忠
光

田
森

勝

林

次
男

宇
土

満

大
町

誠

内
野

幸
雄

本
多

常
秋

山
下

廣
造

太
田

俊
一

樋
口
須
磨
子

石
橋

秋
代

大
町
き
み
子

馬
場
ヒ
ロ
子

北
村
委
員
長

田
上
書
記
長

大
浦
支
部
は
、
戸
町
夏
祭
り

の
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
八

月
十
七
日
㈰
に
戸
町
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
で
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
曇
り
空
で
、

来
場
者
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
包
丁

を
研
ぎ
始
め
る
と
天
気
が
回
復

し
だ
し
て
、
皆
で
「
良
い
こ
と

す
る
と
天
気
も
良
く
な
る
も
ん

だ
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
向
け
の
木
工
教

室
と
し
て
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
の
製
作
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。
本
職
の
大
工
さ
ん
が
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
小
学
生

に
、
手
取
り
足
取
り
親
切
に
教

え
な
が
ら
、
皆
上
手
に
金
づ
ち

で
釘
を
一
本
一
本
打
ち
込
ん
で

い
く
姿
を
見
な
が
ら
、
一
人
で

も
二
人
で
も
大
工
さ
ん
と
い
う

職
業
に
魅
力
を
持
っ
て
貰
え
れ

ば
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま

し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
組
合
員

や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

東
長
崎
支
部
で
は
、
八
月
二

十
四
日
㈰
午
前
九
時
か
ら
牧
島

の
本
村
副
支
部
長
作
業
場
（
旧

建
設
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
倉
庫
）
に

て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
昨
年
、
昨
年
と
住
宅
デ
ー
で

は
親
子
木
工
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
包
丁
研
ぎ
と

ま
な
板
削
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
ひ
ど
く
、

濡
れ
な
が
ら
の
準
備
と
な
り
ま

し
た
。
事
前
に
牧
島
地
区
の

方
々
を
対
象
に
チ
ラ
シ
を
案
内

し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
雨

で
は
お
客
さ
ん
も
来
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
の
中
、

ま
ず
は
組
合
員
さ
ん
方
が
持
ち

寄
っ
た
包
丁
を
研
ぎ
始
め
ま
す
。

お
昼
が
近
く
な
っ
た
頃
、
一
人
、

二
人
と
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
で

は
な
く
な
っ
た
事
に
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

結
局
こ
の
日
は
約
四
十
本
ほ

ど
の
包
丁
を
研
ぎ
、
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
、
雨
の
中
に

も
関
わ
ら
ず
参
加
頂
き
ま
し
た

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

（
江
頭
）

西
彼
支
部
琴
海
分
会
で

は
、
毎
年
恒
例
で
あ
り
ま

す
住
宅
デ
ー
を
八
月
二
十

五
日
㈰
に
Ｊ
Ａ
村
松
・
長

浦
・
形
上
の
三
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
雨
警
報
も

発
令
さ
れ
、
開
催
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の

皆
さ
ん
の
行
い
の
良
さ
に

よ
り
、
何
と
か
開
催
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
恒
例
行
事

と
し
て
、
地
域
の
方
々
に
浸
透

し
て
お
り
、
雨
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
開
始
と
同
時
に
お

客
さ
ん
が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
天
気
の
影
響
も
あ

り
、
例
年
よ
り
は
包
丁
の
数
も

少
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
受
付
け
ら
れ
た
包
丁
を
一

本
一
本
丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
ま
し

た
。三

箇
所
で
二
六
七
本
の
包
丁

を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。（

松
園
）

八
月
十
七
日
㈰
中
央
支
部
日

見
分
会
が
、
芒
塚
公
民
館
で
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
日

見
分
会
と
支
部
役
員
の
応
援
含

め
て
十
五
名
が
参
加
。
包
丁
研

ぎ
・
ま
な
板
削
り
を
実
施
し
ま

し
た
。

開
催
に
あ
た
り
チ
ラ
シ
を
作

成
。
一
週
間
前
に
分
会
役
員
が

手
分
け
し
て
、
暑
い
中
を
近
隣

所
へ
配
布
し
ま
し
た
が
、
当
日

は
中
々
来
客
が
少
な
く
、
途
中

宣
伝
カ
ー
で
街
宣
活
動
を
実
施
。

芒
塚
地
区
を
中
心
に
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
後

街
宣
効
果
も
あ
っ
て
少
し
客
足

も
増
え
ま
し
た
。

前
々
日
か
ら
雨
が
降
り
続
い

て
い
た
の
で
、
天
気
が
心
配
で

し
た
が
朝
か
ら
雨
も
あ
が
り
時

よ
り
風
も
吹
き
、
例
年
の
よ
う

な
蒸
し
暑
さ
も
な
く
作
業
し
や

す
い
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
来
客
を
増
や
す
た
め

の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域

に
密
着
し
た
中
で
の
取
り
組
み

や
建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
も
、
奉
仕
活
動
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

戸町夏祭りに協賛
～大工職に魅力を持って～
部支浦大

雨ニモ負けズ…部支崎長東

住宅デー特集
各地域で
奉仕活動

ＪＡ長浦会場

ＪＡ村松会場

Ｊ
Ａ
形
上
会
場
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大型機械など倉庫に眠っていませんか？
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長崎県住宅省エネルギー施工技術講習会開催のご案内【CPD認定講習6単位】
住宅省エネルギー化の必要性

国の取り組み

長崎県と建設長崎の取り組み

長崎
地区

佐世保
地区

鉄基礎型枠、ピケ足場、軽トラ、2t ダンプ、大工道具 etc
買い取り・販売・委託販売 ※売らなくても質預り大歓迎！！

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

夏
休
み
が
始
ま
る
七
月
十
九

日
か
ら
六
年
生
の
孫
と
妻
と
三

人
で
長
年
の
念
願
だ
っ
た
ス
ペ

イ
ン
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
福

岡
空
港
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で

十
四
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
へ
降
り
立
っ
た
時
は
、

流
石
に
そ
の
遠
さ
に
「
こ
こ
は

地
球
の
果
て
で
は
な
い
か
」
と

思
う
程
で
し
た
。
一
泊
し
て
ガ

ウ
デ
ィ
の
未
完
の
大
傑
作
で
あ

る
世
界
遺
産
の
聖
家
族
教
会

（
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
）
へ
。

着
い
た
途
端
「
お
う
、
素
晴
ら

し
い
」
と
、
ツ
ア
ー
仲
間
の
感

嘆
の
声
が
一
斉
に
上
が
り
ま
し

た
。
そ
こ
は
一
三
〇
年
前
に
ア

ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
が
三
十

一
歳
の
若
さ
で
主
任
建
築
家
と

し
て
設
計
施
工
に
携
わ
り
そ
の

考
え
方
や
目
的
が
現
在
も
引
き

継
が
れ
な
が
ら
作
り
続
け
ら
れ

て
い
て
完
成
ま
で
後
何
年
か
か

る
か
解
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
建
物
に
日
本
人
の
外
尾
悦

郎
さ
ん
を
初
め
数
人
の
方
々
の

見
事
な
彫
刻
が
一
番
の
重
要
部

分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見

た
時
は
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
感
じ
た
の
は
私
ば
か

り
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

地
元
産
の
材
料
（
石
材
）
を
駆

使
し
て
作
ら
れ
た
ガ
ウ
デ
ィ
の

一
番
の
こ
だ
わ
り
と
言
わ
れ
て

い
る
曲
線
美
が
天
に
向
か
っ
て

そ
び
え
立
っ
て
い
る
姿
を
眺
め

て
い
る
と
異
次
元
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
て
い
く
気
が
し
ま
し

た
。
更
に
中
の
礼
拝
堂
に
入
る

と
コ
ウ
モ
リ
天
井
の
高
さ
は
九

〇
ｍ
か
一
〇
〇
ｍ
は
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
程
で
、
天
井
壁
に

施
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

美
し
さ
と
、
そ
の
怪
し
い
ま
で

の
輝
き
は
、
ま
る
で
こ
の
天
空

に
神
様
が
常
に
存
在
し
、
我
々

人
間
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う
で
、
私

た
ち
は
感
動
の
あ
ま
り
そ
こ
に

立
ち
尽
く
し
、
行
動
す
る
の
を

忘
れ
、
足
を
止
め
て
魅
入
り
ま

し
た
。
外
に
出
る
と
そ
こ
に
働

く
ス
タ
ッ
フ
の
子
供
さ
ん
達
が

学
べ
る
よ
う
に
学
校
ま
で
建
て

て
あ
り
、
ガ
ウ
デ
ィ
の
教
育
と

文
化
に
対
す
る
情
熱
が
如
何
に

高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
窺
え

ま
し
た
。
地
下
の
資
料
館
に
は

当
時
書
か
れ
た
設
計
図
が
合
っ

て
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
書
か
れ
た

図
面
の
緻
密
さ
と
精
巧
さ
に
も

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。（
も
っ
と

楽
し
い
話
は
次
号
へ
続
く
）

近年、地球温暖化の影響による環境の変化で、例年に類を見ない集中豪雨
や高温化現象がみられ、この対策として自然エネルギーの活用が緊急課題と
なっています。

そこで、国は住宅・建築分野における重要課題として、自然環境に優しい
低炭素社会に向けた省エネ住宅・エコリフォームの促進を決定しました。そ
こで、当面の取り組みとして、新築住宅における省エネ基準適合率を平成32
年度までに100％にすることを目標に掲げ、施工者や設計者を対象とした施
工講習会を全国各地で開催しながら20万人の技術者の賛成を進めています。

長崎県内でも2千名程度の賛成を目標に各地で講習会を開催しており、既
に大手や地場の住宅企業の職方さん等を中心に現在まで426名（一昨年167名、
昨年259名）が受講され、いち早く関連する助成制度の活用や、新基準の省
エネ住宅に対応されています。
つきましては、今後住宅省エネルギーが義務化されるにあたり、建設長崎
としても新基準の省エネ住宅の施工やエコリフォームの需要に対応できるよ
うに、標記講習会を開催します。

・日時 平成26年10月25日㈯ 9時受付、9時30分～17時
・会場 建設長崎本部 長崎市城山町17－58
※申し込みは、（一社）長崎県中小建設業協会
FAX095－824－7563 TEL095－824－4028

・日時 平成26年11月22日㈯ 9時受付、9時30分～17時
・会場 佐世保市労働福祉センター 佐世保市稲荷町2－28
※申し込みは、（一社）長崎県中小建設業協会
FAX095－824－7563 TEL095－824－4028

★受講費用等
受講料 1，000円
終了証発行手数料 賞状型1，000円、カード型2，000円
※代金は当日会場で徴収します。
※カード型終了証は顔写真が必要です。カード型終了証をご希望の方
は講習会受付時に写真撮影を行います。

★申し込み方法
別紙、申し込み用紙にてFAXか郵送、持参して頂くかして申し込み
ください。

主催 長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会
事務局（一財）長崎県住宅・建築総合センター内 TEL095－825－6944

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104．fc2．com/
※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

☆
建
設
長
崎

教
宣
部
よ
り
☆

建
設
長
崎
教
宣
部
で
は
、

組
合
員
・
家
族
の
声
を
で

き
る
だ
け
紙
面
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
仕

事
・
生
活
の
こ
と
や
、
身

近
な
楽
し
い
た
よ
り
な
ど

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
教
宣
部
（
新
聞
）

に
つ
い
て
何
か
ご
意
見
ご

希
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ハ
ガ
キ
に
て
お
願
い
し
ま

す
。

夢
は
叶
う

夢夢
はは
叶叶
うう

―
念
願
の
ス
ペ
イ
ン
へ
の
旅
―
①

諫
早
支
部

髙

谷

義

信

足場作業主任者講習会のご案内

＊講習料 ①組合員6，000円 ②組合員以外8，000円
＊各支部にて受付（他の資格保有者は主任者手帳を提出の事）
申請書、写真2枚（サイズ2．5㎝×3．0㎝）

＊講習会の開催にあたっては、10名以上を原則とします。
＊10名以下の少人数の場合は、他の講習機関での受講をお願いする場合があり
ます。

＊計画の内容については変更の可能性もありますのでご了承ください。
ご質問などございましたら学院（095－861－9261）までご連絡ください。

会 場
建設長崎諫早支部
諫早市八天町21－11
TEL 0957-24-3800

日 程
平成26年10月29日㈬～10月30日㈭
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始午前8時30分より）

★施工技術者講習カリキュラム
受 付
開会、趣旨説明、スケジュール確認
施工技術者講習テキスト・基本編
第1章 これからのすまい
第2章 建築による省エネ化
第3章 設備による省エネ化
第4章 断熱設計
第5章 開口部設計
ＤＶＤ放映、断熱施工、設備配管
昼休み（昼食は各自で準備）
施工技術者講習テキスト・基本編
住宅の断熱施工
第6章 断熱リフォーム
第7章 住まい方と維持管理
第8章 省エネルギー基準
第9章 関連基準と制度について
模型解説、修了考査問題配布、説明、修了考査、考査問題
解説、アンケート記入、閉会

9：00～9：30
9：30～9：40

9：40～12：00

12：00～13：00

13：00～17：00

▲世界遺産サグラダファミリア前にて
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